
平成 24年度 安全衛生管理基本方針

1_社  訓

誠心誠意

2.社  是

一、企業の永続 と繁栄

一、個人の幸福 と人格向止

一、業を通 じて社会に奉仕

3_IS09001
品質方針 :常 に品質保証体制の維持発展に努め誠心誠意顧客の満足が得 られ る品質を提供する。

4_安全衛生管理基本方針

昨年は、3月 11日 の東 日本における大震災、福島原発事故、夏場のゲ リラ豪雨など未曾有の

災害、事故に見舞われ私達の生活 も大きな影響を受けました。

また、経済状況もかつてない程の円高、株安で先行 き不安な 1年で したが、今年は絶対よくな

ると確信 しています。今年の干支 「龍」にあやか り上昇気流に乗 りたいものです。

さて、今年度の基本方針は皆様の安全 と健康を策定 して、安全 と健康を第一に品質を確保 し、

事業の 目標を達成することであ ります。作業時の皆様に労働災害が発生 した り、健康を損ねた り

すれば製品に影響が及ぶことは言 うまでもありません。この管理基本方針は、品質確保及び事業

目標達成を優先 して、皆様の安全 と健康が第一であるとい うことを表明してお ります。

従って、安全衛生 目標は人命尊重を基本 として 「リスクアセスメン ト」で、墜落・転落災害 3

交通災害・転倒・挟まれの危険箇所をなくし、休業災害 0(ゼ ロ)を達成 しようではありませんか。

おかげで昨年は、災害 0(ゼ ロ)で通 して頂き大変有 り難 うございま した。心か ら感謝申し上げま

す。今年度も「基本方針」の下で 「休業災害 0(ゼ ロ)」 の 目標達成に向けて、全員が一丸 となり

各職場での取 り組みをして頂きたいと思います。どうぞ 1年間、無事故無災害を一緒に頑張 りま

しょう。

よって、安全衛生活動方針 として以下の事項を確実に遵守 して頂きたい。

1.安全衛生管理方針書の作成

2.安全衛生管理体制の確立

3.安全衛生教育の充実

4.安全衛生管理施設等の′点検

5.保護具等の安全管理及び′点検

6.職場内の整理整頓に力を注 ぐ

5.目  標

1.労働災害 「ゼロ達成J !!
2.交通事故災害 「ゼロ達成」 !!

3.墜落・転落災害の撲滅をはかる



6.重点項 目

1.墜落・転落の防止。

①作業床の設置、手摺の設置、幅木等を確実に

そしてまた、安全ネットを設置

②親綱を張り、必ず安全帯を使用する

③建設機械・器具の設置は水平に設置する

④不安全行動をしない、させない

2.交通災害の防止

①運転計画書の作成

②架空線切断に注意

③道路交通法の遵守

④ 日常′点検により安全運転

⑤合図者または誘導者の配置

7_健康管理

健康の意味は 3つの要素から成 り立っている。

1.身体的健康…健康の土台となる要素、バランスのとれた生活習慣が身体の健康を作る。

2_精神的健康…自分の感情に気付き表現できたり、状況に応じて適切に考えて現実的な問題

解決が出来ること。心の健康にもバランスのとれた生活習慣は大事。

3.社会的健康…社会の中に自分の居場所はあるか、何か役割をまかされているか、周囲の人

と支えあう関係が生きがいを作 り、人の支えとなっている。

これらの三要素が揃って、初めて真の健康と言える。

人は、年齢を重ねれば一つや二つ持病があってもおかしくない。例えば、高血圧で薬が欠かせ

ない人でも仕事にや りがいを持ち、家族や同僚から必要とされていれば十分に健康だと考えられ

る。社会的健康には、職場だけでなく家庭生活のバランスが取れている。私生活が充実している

と、やはり社会的健康も充実している。家庭がうまくいってス トレスが少ない場合は、職場のス

トレスも少ないことが多い。

8.交通安全

当社のスローガン :命を大切にし、交通ルールを守 りましょう !!

交通事故の圧倒的多数の決定要因は “危険の発見の遅れ"や “見落 とし"です。 ドライバーが危

険に気付 く時には、もう間に合わないとい う状況が起っている。

故に認知 ミスで 「脇見運転Jや 「漫然運転」「安全不確認」による危険の発見の遅れや見落 とし

で、 ドライバーの 「ちょっとした不注意Jによるミスで、ちょつとした不注意は ドライバーの 「安

全意識の向上Jに よつてある程度防止できる。 しか し、不注意の出現を完全に解決は出来ない。

従って、死亡事故を避けるためには、歩行者に対する警戒心を高め、道路の周辺にもしっか り

日配 り気配 りし、歩行者の早 目の発見に努めることが第一 として運転することが大切。

ちなみに、安全意識を高めて安全運転を確保すること。安全意識 とは 「事故はいやだ、安全で

ありたい。気を付けよう」 とい う気持ち。



安全運転の心構 え

1.安全運転への努力は前の 日から始まっている。

・入庫後にエンジンの異音、異常熱がないかの確認

・タイヤのチェック

・天気予報

・夜遊びや深酒をしない。 8時前に飲酒はやめる。

・運行経路の確認

・家族 と過ごす時間を大切にする

2.エ ンジンをかける前に実施 してお くべきこと

。こまめに洗車、車内の清掃

・ ミラーの確認

3.こ こが私の安全運転ポイン ト

・信号停止から発進時はゆっくり発進

・安全運転で最新の注意を払 う

。車間距離を十分に、慌てない運転に努める。

・ヒヤ リとする場面に遭遇 した 日は、 とにかく慎重に運転

4.危険な行動、不振な挙動を見せる車輌には近づかない

。携帯電話を使用 している車に近づかない

。不振な走行をする大型車に近づかない

。サンデー ドライブは予測 し難い運転をしがちの為、注意 して運転

5。謙虚な気持ちで運転する

。事故を起こせば、家族や周囲の人々へ迷惑をかけるので絶対避ける

。運転技術はまだまだ未熟だと心得て、謙虚な走行に努める

交通事故を起 こさないポイン ト

1.脇見をせず、前を良く見て運転する

2.ス ピー ドを出し過ぎない

3.左右折時、交差点では十分に安全運転をする
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